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安田農政水産部長が来訪
　６月３日、滋賀県庁から安田農政水産部長、千代次
長、山元農政課長がサンファーム法養寺を訪問されまし
た。滋賀県の集落営農は全国でも最も進んでいます。法
養寺では稲・麦・大豆で機械の共同利用から開始して、
水田の全面受託に取り組み「集落一農場」として法人化
に発展しました。さらにビニールハウスでトマトやイチ
ジク、木イチゴ栽培など施設園芸にも本格的に取り組ん
でいます。
　農政水産部長には、これだけ多くの集落営農ができた
のだから集落営農を核に園芸振興を推進すべきではない
か、集落営農を運営している人が高齢化してきているの
で若い人に担ってもらう対策が必要ではないか、という
提案をしました。
　安田部長は、法養寺が滋賀県農業の手本として頑張っ
てもらっているので、多くの集落営農組織が法養寺のよ
うな組織に発展できるよう滋賀県農政を運営していきた
いと話されました。
　滋賀県農業がさらに発展することを祈ります
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